





















































58：5、詩 35：13、エス 4：3、ダニ 9：3、ネヘ 9：1）だけであり、「粗布をまとう」と「灰の上に座
す」が同時に用いられるのは他には 5箇所（イザ 58：5、エレ 6：26、エス 4：1、3、ダニ 9：3）だ






























　　1節　　　　　　　הָלוֹדְג הָעָר הָנוֹי־לֶא עַרֵיַּו





















































ベを惜しまずにいられるだろうか。」英訳でも同様で、Common English Bibleでは、“Yet for my part, 









に出される。Sassonは、創 44：8とエゼ 15：1～ 6を例に挙げ、その説明をしてい







a. ןוֹיָקיקּּ֣ ִַה־לַע ָתְּסַח הָתּאַ
あなたはとうごまの木をあわれんでいる
הָלוֹדְגַּה ריִעָה הֵוְניִנ־לַע סוּחאָ אלֹ  יִנֲאַו
私は、大きな町ニネベをあわれまない
（でいられようか）
b. וֹתְּלַדִּג אלְֹו וֹבּ ָתְּלַמָע־אלֹ  רֶשֲׁא
あなたはそのために労したことも、それを
育てたこともない
c. דָבאָ הָלְיַל־ןִבוּ הָיָה הָלְיַל־ןִבֶּשׁ 
それは一夜にして生え、一夜にして滅んだ












ןוֹיָקיקּּ֣ ִַה־לַע ָתְּסַח ַהָתּא a.
וֹתְּלַדִּג אלְֹו וֹבּ ָתְּלַמָע־אלֹ  רֶשֲׁא b.
דָבאָ הָלְיַל־ןִבוּ הָיָה הָלְיַל־ןִבֶּשׁ c.
　　　　　　　　　　　　11節
הָלוֹדְגַּה ריִעָה הֵוְניִנ־לַע סוּחאָ אלֹ  יִנֲאַו a’.
םָדאָ וֹבִר הֵרְשֶׂע־םיֵתְּשִׁמ הֵבְּרַה הָּבּ־שֶׁי רֶשֲׁא b’.
וֹלאֹמְשִׂל וֹניִמְי־ןיֵבּ עַדָי־אלֹ  רֶשֲׁא c’.
הָבַּר הָמֵהְבוּ d.

















　10節、11節に用いられている動詞 סוחは、ヘブライ語聖書中に全 24回現れる 18。そ
のうち、否定詞と共に用いられているのが 19回（否定詞がないのは、下記の 3つと、
ヨナ 4：10、詩 72：13）と、圧倒的に多い。神的存在が主体となるのは 11回で（エ
レ 13：14、エゼ 5：11、7：4、7：9、8：18、9：10、20：17、24：14、ヨエ 2：17、
ヨナ 4：11，ネヘ 13：22）、うち否定詞なしで用いられるのは 3回である（エゼ 20：














18 ヨナ書の他には、創 45：20、申 7：16、13：9、19：13、21、25：12、サム上 24：11、イザ 13：18、
エレ 13：14、21：7、エゼ 5：11、7：4、9、8：18、9：5、10、16：5、20：17、24：14、ヨエ 2：
17、詩 72：13、ネヘ 13：22。西村：127-8参照。
19 Price & Nida：114。
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תֶמֱאֶו דֶסֶח־בַרְו םיִַפּאַ ךְֶרֶא ןּונַּחְו םוּחַר לֵא הָוהְי הָוהְי　　
הֶקַּנְי אלֹ  הֵקַּנְו האָָטַּחְו עַשֶׁפָו ןוָֹע אֵשֹׂנ םיִפָלֲאָל דֶסֶח רֵצֹנ　　






















るとする研究が存在する 22。直感的に、この関連が、ヨナ書の 3章と 4章を繋いでい









































































25 「天の神（םיִַמָשַּׁה יֵהלֱֹא）」はエズ、ネヘ、ダニに 19回用いられており、そのうち、12回はアラム語
אָיַּמְשׁ הָּלֱאで記されている。Wolff：115、西村：35。



























ATD・NTD 聖書註解刊行会、429 ～ 456 頁（Das Buch der zwölf Kleinen Propheten I: Die 
Propheten Hosea, Joel, Amos, Obadja, Jona, Micha, Das Alte Testament Deutsch, Göttingen: 
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